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フ
4

ア

ン
ス
に
於
げ
る
通
貨
構
成
錨
変
動
の
意
義

松

岡

孝

見

-
、
惨

‘言

一
一
般
に
金
本
位
制
を
掠
一
周
す
る
岡
の
通
貨
が
金
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
通
貨
と
金
正
の
分
量
は
園
際
聞
に
於
け

る
共
の
園
経
済
の
貫
勢
に
鷹
じ
て
消
長
す
る
も
の
で
め
る
こ
と
は
周
〈
人
の
知
る
が
ご
左
〈
で
あ
る
。
惟
ふ
に
一

つ
の
園
民
経
済
の
必
要
と
す
る
通
貨
量
も
亦
、
か
〈
の
ご
と
き
考
方
の
正
常
的
表
現
と
し
て
そ
の
存
在
を
有
ち
符

る
が
ご
と
く
で
あ
る
。
併
し
こ
の
考
方
は
果
し
て
如
何
な
る
程
度
ま
で
安
嘗
性
を
有
つ
も
の
で
あ
ら
う
か
。
私
が

こ
訟
に
取
扱
は
ん
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
通
貨
構
成
費
動
の
意
義
も
亦
上
述
せ
る
が
如
き
見
地
に
立
て
る
問

題
の
一
つ
で
あ
る
。

蓋
し
フ
ラ
ン
ス
は
一
九
二
八
年
六
月
二
十
五
日
を
以
っ
て
、
従
来
の
複
本
位
制
乃
至
肱
行
本
位
制
を
清
算
し
て

金
本
位
制
に
移
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
印
ち
一
臆
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
通
貨
の
費
動
を
し
て
原
則
的

フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
通
貨
構
成
費
動
の
意
義

第
間
十
二
巻

七
三
五

第
四
披

丹、



フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
遁
貨
構
成
品
常
勤
の
意
義

第
四
十
二
巻

七一一一六

第
四
時
弧

入
四

に
金
準
備
に
依
存
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
へ
る
。
然
る
に
共
後
ア
一
フ
ソ

ス
の
通
貨
構
成
が
辿
れ
る
麓

動
の
跡
を
吟
味
す
る
色
き
は
、

必
中
し
も
殻
想
せ
る
が
ご
と
き
結
果
を
示
し
て
ゐ
な
い
。

併
し
こ
の
こ
と
は
、

決
し
て
ブ
ラ
シ
ユ
の
通
貨
と
金
と
の
聞
に
照
鷹
性
が
な
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。

こ
の
こ

と
は
な
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
最
も
正
統
涙
的
色
彩
を
帯
ぴ
て
主
張
さ
れ
て
き
へ
ゐ
る
。

内
容

μ
立

L
入

つ

C
湾
察
す
る

2
.

唯
そ
の
通
貨
構
成
の

必
や
し
も
全
面
的
仁
は
立
を
正
統
限
的
で
あ

2

る
と
し
て
肯
定
し
特
な
い
紺
が

な
い
で
色
な
い
。

蓋
し
一
九
二
六
年

l
l
一
九
三
五
年
間
に
フ
ラ
ン
ス
銀
行
が
礎
行
せ
る
通
貨
の
内
容
に
は
、

ま
づ
表
に
よ
っ
て
問
題
の
所
在
を
呈
示
し
ゃ
う
。

の
ご
と
き
二
つ
の
特
性
を
見
逃
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
一
表

一
九
二
六

i
ト
一
九
三
五
年
フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
昌
通
貨
安
行
高
表

(
単
位
百
蔦
フ
-7
ン
)
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右
表
を
通
観
す
る
と
き
は
、
ま
づ
一
九
二
六
年
末
に
於
い
て
一

0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
通
貨
(
な
の
謂
は
ゆ
る
小
額
通
貨

JU下
之
に
準
宇
)
と
、

一
0
0
0
及
び
五

0
0
フ
ラ
ン
銀
行
券
(
忍
の
謂
は
ゆ
る
大
額
銀
行
券
、
以
下
之
に
準
之
と
は
殆
ど
相
等

し
い
金
高
で
あ
っ
た
が
、
共
後
九
ヶ
年
に
し
て
示
せ
る
結
果
は
、
小
額
遁
貨
殺
行
高
は
僅
か
に
一
ニ
バ
ア
セ
ン
ト

の
増
加
率
・
8g
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
に
劃
し
、
大
額
銀
行
券
の
義
行
商
は
賓
に
一

O
八
パ
ア
セ
ン
ト
の
増
加
率
を

示
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
印
も
税
の
と
り
あ
げ
ん

t
す
る
第
一
一
特
性
で
あ
る
。

更
に
第
一
一
の
特
性
は
、

一
九
二
六
年
の
事
貫
上
の
安
定
後
、
犬
額
銀
行
券
溌
行
高
は
、

一
九
一
一
一
一
年
ま
で
直
線

的
に
逮
捕
増
加
し
、
二
六

O
億
フ
ラ
ン
よ
り
五
二
一

O
億
フ
ラ
ン
に
及
田
ん
で
ゐ
る
の
に
艶
し
、

一
九
コ
二
年
後
は
そ

の
銀
行
券
の
殺
行
高
は
僅
か
に
五
三

O
億
7
-
7
y
か
ら
五
四
七
億
フ
ラ
ン
に
蓬
せ
る
に
過
ぎ
守
、
そ
の
増
加
率
も

緩
漫
、
し
か
も
共
の
前
後
に
於
い
て
消
長
を
示
し
、
全
〈
一
九
コ
二
年
以
前
の
過
程
と
異
る
。

な
は
上
越
せ
る
こ
つ
の
特
性
を
以
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
最
遅
の
通
貨
構
成
麓
動
上
の
具
常
性
で
あ
る
と

し
、
そ
が
何
を
意
味
し
、
如
何
な
る
原
因
に
基
く
も
の
で
あ
名
か
を
考
察
す
石
と
共
に
、
併
ぜ
て
そ
の
批
判
を
行

は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
於
に
げ
る
通
貨
構
成
獲
動
の
意
義

第
四
十
二
巻

七
三
七

第
四
時
制

八
五



フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
遇
貨
構
成
費
動
の
意
義

第
四
十
二
巻

七
三
八

第
削
放

八
ム
ハ

遁
貨
構
成
よ
り
見
た
る

額
逼
賀
茂
大
額
銀
行
着陸
の
意
義

上
越
せ
る
如
く
今
日
、

フ
ラ
ン
ス
銀
行
が
運
用
せ
る
貨
幣
本
位
制
は
金
で
あ
る
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
通

貨
の
増
減
は
令
の
在
高
の
麓
動
に
よ
る
こ
と
、
郎
ち
フ
ラ
ン
ス
銀
行
が
第
一
表
に
示
せ
る
が
ご
と
き
通
貨
の
増
殺

を
見
る
に
翠
つ
仁
に
と
は
、
金
の
周
入
、
誼
券
並
に
地
品
川
に
期
す
る
貸
什
、
手
形
の
割
引
、
政
府
に
制
す
る
貸
付

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
に
遁
貨
の
引
上
は
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
金
又
は
錫
替
に
劃
す
る
フ
ラ
ン
責
却
、

ラ
ン
ス
銀
行
の
手
形
及
貸
付
の
取
立
、
政
府
貸
付
金
の
償
還
に
よ
っ
・
て
起
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
明
か
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
金
本
位
制
下
仁
於
け
る
通
貨
が
、
金
及
び
外
園
矯
替
、
信
用
取
引
、
劃
政
府
債
植
に
基

き
増
蹴
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
の
緩
行
さ
れ
た
通
貨
の
機
能
よ
り
見
る
と
き

一
般
日
常
の
支
捕
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
、
信
用

は
、
必
や
し
も
皆
同
一
機
能
を
有
つ
も
の
で
は
な
く
、

取
引
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
う
外
に
、
此
等
何
れ
の
手
段
と
し
て
も
使
用
さ
れ
守
、
銀
行
又
は
個
人
の
金

庫
中
に
債
値
保
有
手
段
と
し
て
退
蔵
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
通
貨
構
成
の
分
析
に
は
以
上
の
三
つ
の
場
合
よ
り
の

考
察
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

翻
っ
て
今
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
通
貨
の
内
容
を
吟
味
す
る
と
-
こ
の
中
一

0
0
フ
ラ
ン
以
下
、
詳
言
す
れ
ば
一

0
0
、
五

0
フ
ラ
ン
銀
行
券
並
に
二

O
、

一
九
二
六
年
よ
り
一
九
三
五
年
に
亘
つ
て
は
、
第
二
表
の
示
す
ご
と
く
、
共
同
一
二
.ρ

ア
セ
シ
ト

一
O
、
五
フ
ラ
ン
銀
行
券
及
び
補
助
貨
の
夜
行
額
は
、
共
同
多
少
の
高

低
は
あ
る
が
、

y 

この貸付はロ Uキ程券の割引及び岡永久貸付のt件、度l二銀貨、ーツケル貨、
銅貨の買入及び交涙並に郵便貯金帳簿貸付をも合tr也のである。
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の
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
も
立
も
ス
っ
て
考
察
を
加
へ
る
を
、

一
O
O
ブ
ラ
シ
銀
行
券
に
於
い

て
一
八
バ
ア
セ
ン
ト
の
増
加
を
示
せ
る
以
外
、

五
O
プ
ラ
ン
及
び
ぞ
れ
以
下
に
於
げ
る
銀
行
券
、
補
助
貨
の
殺
行

七
バ
ア
セ
ン
ト
の
減
少
を
さ
へ
示
し
て
ゐ
る
d

額
の
費
動
に
至
つ
て
は
夫
ミ
四

0.ρ
ア
セ
シ
ト
、

第
二
衰

一
九
三
六
1
I
l
-
-九
三
五
年
小
額
遁
貨
費
行
高
表

(
単
位
百
高
フ
ラ

y
)

一
九
二
六
年
十
二
月
二
十
四
日

一
九
二
七
年
十
二
月
二
十
四
日

一
九
二
八
年
十
『
一
月
二
十
二
日

一
九
日
一
九
年
十
ニ
月
二
十
四
日

一
九
三

O
年
十
二
月
二
十
四
日

一
九
=
二
年
十
二
月
二
十
四
日

一
九
三
二
年
十
二
月
二
十
四
日

一
九
三
=
一
年
十
二
月
二
十
三
日

h
E
E
z
a
-
-
l
-
a
a
z
-

-
A
f
-
-
E
h
.
寸
二
月
二
寸
子
日

一

九

三

究

年

八

丸

一
九
二
六
!
一
一
一
五
年
間
縄
動

月

日

此
等
の
事
情
を
通
観
す
る
と
き
は
、

動
を
見
な
か
っ
た
こ
と
、

ト-→一一一一 一一一一一一 一一一 l一一

一
0
0
フ
ラ
ン

銀

行

券
二
O
、
O
九一一一一

二
一
、

O
六
一
三

二
日
一
、
一
一
九
一
一
一

二一

2
4二仁一

二
五
、
一

O
九一

二
四
、
六

O
Q

二
=
一
、
七
四
二
一

二
三
、
三

O
一一

一一一
-
-
J
1
J
ノ
-
-

ニ
=
一
、
六
八
=

一
八
%
一

斗ー

五
0
フ
ラ
ン

銀

行

券一
一
一
三
凶
七
一

三
、
一
天
六
一

日、一
一立一コ-;、問七川附H
一

三
、
四
七
四
一

三
、
一
一
一
四
六
一

一一一、二一一一六一

一一一一一浩一

一一一、古川一
四

o
M「

二
、
八
八
一
一

二
、
七
七
四
一

一一、八一一一一一一一

三
、
九
二

a

一F

二
、
九
九
八

二
、
九
四
一

二
、
八
五
九

一一一、一一一一=一

二
、
七
九
O

二
、
六
六
九

=
白
、
一
司
、
五
フ
ヲ

シ

銀

清

券
七
% 

言十九九九九 o-()八六六、、、、、、l 、、、、
四七六八八五一四九二
七三二三八六-_. Ci九二
九一九七七四六山戸-

+ 

% 

か
く
の
ご
と
き
一

0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
通
貨
が
大
館
に
於
い
て
著
し
い
襲

フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
畠
遁
貨
構
成
費
動
の
意
義

之
に
民
し
一

0
0
0
及
び
五

0
0
フ
ラ
ン
銀
行
券
後
行
が
第
三
表
に
示
せ
る
が
ご
と
く

第
四
十
三
巻

七
三
九

第
四
時
制

ハ.
七

可

Cfr. La France JB:conomique. op. cit. 4) 



ヲ
ラ
シ
ス
に
於
げ
る
遁
貨
構
成
費
動
の
意
義

第
四
十
二
巻

七
四

O

第
四
時
抗

A 
A 

夫
ミ
一

O
ニ
メ
ア
セ
ン
ト
、

一
五
四
バ
ア
セ
ン
ト
の
噌
加
率
ぞ
示
し
、
平
均
一

O
八
.ρ

ア
セ
ン
ト
の
増
加
率
脅
示

し
て
ゐ
る
こ
と
は
、

こ
b

に一

0
0
7
ラ
シ
以
下
の
銀
行
歩
が
日
常
支
掛
手
段
に
あ
て
ら
れ
て
ゐ
だ
も
の
で
は
な

い
か
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
、
之
に
針
し
日
常
支
排
に
用
ひ
ら
れ
な
い
一

0
0
0
及
び
五

0
0
フ
ラ
ン
銀
行
券

の
薯
増
は
何
等
か
特
殊
な
意
義
を
有
つ
も
の
で
は
な
い
か
と
レ
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
名
。

館一一一一殺

一
九
三
ハ
|
|
一
九
一
一
二
年
大
徹
銀
行
券
鼎
執
行
高
官

{
車
位
百
市
岡
フ
ラ
ン
}

五

O

O
フ

ラ

y

一0
0
0
フ
ラ
ン

言十

I

l

l

l

限

附

惨

l
「
l

F
町
民
伊
|
「

一

九

二

六

年

十

二

月

二

十

四

日

二

三

二

大

丸

一

=

一

、

O
五
九
一

一

九

ニ

セ

年

十

二

月

二

十

四

日

二

五

、

六

八

O
一

=

一

、

六

二

七

一

一

九

二

八

年

十

ユ

月

二

十

三

日

二

九

、

六

五

三

一

四

、

二

一

七

一

一

九

二

九

年

十

二

月

二

十

四

日

三

三

、

O
五

八

一

問

、

五

九

五

一

一
九
三

O
年

十

二

月

二

十

凶

日

一

一

一

八

、

九

七

六

一

五

、

六

一

六

一

↓

九

=

二

年

十

二

月

二

十

凶

日

間

六

、

二

六

二

一

六

、

=

一

九

八

一

一

九

三

二

年

十

二

月

二

十

四

日

間

穴

、

一

一

一

一

一

一

六

、

七

六

三

一

九

三

三

年

十

二

月

二

十

三

日

四

五

、

八

四

三

七

、

o
一四一

一

九

三

四

年

十

二

月

二

十

六

日

七

、

四

六

一

一

一

九

三

五

年

八

月

九

日

七

、

七

七

三

一

一
九
二
六

l
コ
一
五
年
間
費
動

問
七
、
二
五
六

問
六
、
七
=
一
八

二
六
、
一
一
二
八

二
丸
、
=
一

O
七

三
三
、
七
八

O

三
七
、
大
五
三

四
七
、
五
九
二

五
一
一
、
大
六

O

五
二
、
八
八
四

五
一
一
、
八
五
六

五
回
、
七
一
七

五
四
、
五
一
一

O 

% 

一O
八

μ

一
五
四
%

+ 

+ 

+ 

し
か
も
亦
此
等
九
ヶ
年
間
に
於
い
て
小
買
物
債
指
数
が
五
九
九
か
ら
三
九
七
に
減
少
し
、
卸
買
物
債
指
数
ま
た

Cfr. La France Economique， op. cit. 5) 



六
四
一
か
ら
三
四
三
に
下
落
し
て
ゐ
る
こ
じ
、
命
ほ
共
同
に
於
い
て
取
引
は
極
め
て
不
活
擦
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

上
越
せ
あ
一

0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
通
貨
の
接
行
が
増
加
し
得
な
か
っ
た
事
情
を
ぱ
盆
ミ
置
明
す
る
所
以
の
・
も
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
そ
し
て
之
を
ぱ
大
額
銀
行
歩
の
増
殺
事
情
k
比
較
し
て
見
る
と
、
そ
が
上
述
せ
る
が
ご
と
き
小

責
及
び
卸
買
物
債
指
数
を
一
不
す
も
の
に
於
い
て
一
九
二
六
l
一
九
三
五
年
聞
の
大
額
銀
行
券
の
増
加
率
は
、
そ
こ

に
何
等
か
の
特
別
の
意
義
を
見
出
さ

.5
る
を
特
な
い
こ
と
に
な
る
。

か
く
て
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
遁
貨
の
義
行
が
、
金
及
び
金
魚
替
、
信
用
取
引
並
に
政
府
貸
付
金
に
あ
り
と
す
る

と
き
、
こ
の
三
つ
の
原
因
と
大
額
銀
行
朱
増
後
と
の
関
係
は
如
何
な
る
色
の
で
あ
る
か
と
一
疋
へ
ば
、
そ
の
大
部
分

ま
町
田
却
益
コ
(
仕
え
士
十
回
勾
喜
子
〉
晃
c
h
d
こ
自
民
〉
〉

t

)
手

t
:
〉
，
，

E
、

ふ

」

，

ド

緊

¥

ο

L
る

t
a

〈

-
3
1
4
k
主
主
lu
喜
重
l

E
点

ν
J
d
z
p
Q
1
l
-
4
6
4

う
カ

2

1

J

f
主

ハ

之

'
4
F
h
J
7
F』

』

l
w

之
を
上
越
の
通
貨
用
金
分
類
か
ら
見
れ
ば
、

一
O
O
O
及
び
五

0
0
フ
ラ
ン
の
ご
と
き
大
額
銀
行
券
は
謂
は
ゆ
る

銀
行
又
は
個
人
の
金
庫
に
債
値
貯
蔵
手
段
と
し
て
退
蔵
さ
れ
る
種
類
の
通
貨
で
は
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
。
そ
は
小
額
通
貨
が
日
常
支
捕
手
段
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
な
る
に
封
じ
て
、

一
の
睡
眠
プ
ラ
ン
に
相
営

す
る
と
も
謂
は
る
べ
き
色
の
で
あ
ら
う
。

一
-
一
、
大
額
銀
行
霧
器
行
高
型
動
の
意
義

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
大
額
銀
行
券
の
殺
行
高
を
、

上
掲
第
三
表
の
ご
と
く
一
九
一
三
年
を
界
と
し
て
二
つ
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
印
ち
一
つ
は
一
九
三
六
!
一

一
九
二
六
年
よ
り
一
九
三
五
年
に
一
旦
っ
て
考
察
す
る
と
き
は

フ
ラ
ン
ス
日
於
げ
る
遁
貨
構
成
費
動
の
意
義

七
四

第
凶
披

八、
九

第
四
十
二
巻

手

Cfr. La France ECClnomique 1926-35・ムrtidedu ll10uven陪ntdes prix 
Cfr. op. cit. Article des詮chan芭esiltlterieurs. 
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フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
遁
貨
構
成
場
動
の
意
義

第
四
十
二
巻

第
四
時
制

七
四

:1L 
O 

九
三
一
年
間
に
於
い
て
二
八

O
億
フ
ラ
ン
よ
り
五
二
一

O
億
フ
ラ
ン
に
増
加
し
て
居
り
、
共
の
増
加
の
股
態
・
色
亦
直

線
的
且
つ
迅
速
的
で
あ
る
。
今
一
つ
は
之
に
反
し
、

一
九
三
一
ー
ー
一
九
三
五
年
問
に
於
げ
る
そ
の
横
行
増
加
は

僅
か
に
五
三

O
億
フ
ラ
ン
よ
り
五
四
五
億
y
ラ
ン
に
達
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
共
の
増
加
蹴
態
色
緩
漫
に

し
て
し
か
も
務
一
的
で
な
い
。
ゆ
ゑ
に
怠
は
此
の
期
間
に
於
け
る
大
額
銀
行
券
の
義
行
現
象
に
つ
い
て
は
此
等
の

細
か
ら
見
て
明
か
に
匝
別
し
て
考
察
き
れ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
考
へ
る
。

そ
こ

-T
前
者
信
筋

期
、
後
者
を
第
二
期
と
し
、
以
下
各
期
に
つ
い
て
そ
の
特
性
を
更
に
考
究
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

A 

第
一
期
|
|
こ
の
期
間
に
於
い
て
は
特
に
フ
ラ
ン
ス
が
金
本
位
制
採
用
の
直
後
た
る
一
九
ニ
九

l
!
一
九

三
一
年
期
間
の
大
額
銀
行
券
の
異
常
増
加
が
問
題
と
な
る
。
今
y
-フ
ン
ス
銀
行
の
一
覧
梯
債
務
綿
額
に
つ
い
て
見

一
九
二
九
年
に
六

O
信
ア
ラ

y
、

一

九

一

一

一

一

年

に

一

二

O
億
7
4
7
y

る
と
、

一
九
三

O
年
に
一
ゴ
一

O
億
フ
ラ
ン
、

な
る
飛
躍
的
増
加
を
京
都
し
、
そ
の
結
果
一
九
二
八
年
十
二
月
二
十
二
日
に
八
二

O
億
フ
ラ
ン
を
示
せ
る
そ
の
総
額

』ま

一
九
コ
二
年
十
二
月
二
十
四
日
に
は
一
一
三

O
億
フ
ラ
ン
に
著
増
し
て
ゐ
忍
。
こ
の
増
加
額
卸
ち
一
二
一

O
億

ヌ
ラ
ン
の
五
分
の
一
切
下
に
伴
ふ
令
準
備
の
評
債
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
今
こ
の
内
容
を
表
示
す

る
と
左
表
の
ご
と
く
で
あ
ム
。

フ
ラ
ン
は
、

第
四
表

一
九
二
八

l
i
-
-九
三
一
年
間
フ
ラ
Y

ス
銀
行
一
賢
梯
債
務
増
加

(
阜
位
百
高
フ
ラ
シ
)

一

九

三

八

年

十
二
月
二
十
二
日

一

九

三

一

年

十
二
月
二
十
四
日

、

七-司・ー....... 圃圃園周・2

靖

加

フ
ラ

γ

ス
に
於
げ
る
買
入
手
形

四、
ノ、

五

+ 

Strohl， P.: La circula.tion des bil1ets depuis la stabiJisatiolCl du franc. (Revue 
politique et parlementaire， 4ze Annee， No. 493， p. tPI) 
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緯 政金 4、 地商

府

に及
金品

調 金
す

る鴛
貸貸

債

言十 様替 ;it 付何

1¥ -;一、
ー 九四 Ap、-
、 、 、 、 、

一 七五 A 
セ 三九 四 え6

セ 四九 四

ー
一
ー 一八 一一、 、 、 、 、 、
1¥ 七九 九 二七
ー 八 O 五 ハムーー

穴 lコ八 ブミ t二

+ + + 

一ー
一 二四 Ji. 
、 、 、 、 、

六 O 四 二=豆，.

三四八 O ノム、 ーーー
丸 l 九二 八 ^ :1五

右
表
に
よ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
割
引
貸
付
佐
通
争
る
増
加
額
岐
約
五

O
億
7
4
7
y
で
あ
る
が
、
克
K

7
・7

y

凡
銀
行
に
於
げ
る
金
及
が
舟
替
の
所
有
一
向
の
増
加
は
こ
四
五
億
ア
-
7
y
、
P
E
E』
こ

牛

叫

:
h
'三一

t
Eる
〉
き
S

川
品
;
・
・
)
山
北

陸
月
下
主

J14保
品
付

σ
埠
力
、
し
こ
に
信

ア
ラ
ン
で
あ
る
。
然
る
に
一
九
三
一
年
の
ポ
ン
ド
の
金
本
位
制
離
脱
は
、

7
-
フ
ン
ス
銀
行
を
し
て
約
二

O
億
フ
ラ

ン
の
損
失
を
豪
ら
し
め
た
の
で
、
結
局
一
九
二
八

l
一
九
三
一
年
間
に
於
け
る
7

7

y

ス
銀
行
の
金
及
び
金
魚
替

の
増
加
は
貨
に
二
六

O
億
フ
ラ
ン
に
遣
す
る
。

今
こ
の
一
二
一

O
億
フ
ラ
ン
の
金
及
び
金
魚
替
の
涜
入
の
原
閏
を
見
る
と
、
ま
づ
そ
の
中
五

O
億
フ
ラ
ン
を
除
く

二
六

O
億
フ
ラ
ン
の
増
加
は
、
北
米
合
衆
闘
に
於
げ
る
株
式
恐
慌
並
に
イ
ギ
柑
ノ
ス
に
於
け
る
錫
替
恐
慌
の
結
果
で

あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
勿
論
共
同
の
小
責
物
債
の
騰
賞
、
租
枕
の
重
謀
、
商
品
取
引
の
活
動
を
認
め
な
い

し
か
し
こ
の
事
情
は
金
涜
入
の
原
因
と
し
て
は
五

O
億
7

7

ン
以
上
を
毅
へ
ら
れ
得
な
い
。

わ
け
で
は
な
い
が
、

従
っ
て
そ
の
一
一
二

O
億
フ
ラ
ン
に
劃
す
る
差
二
六

O
億
フ
ラ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
趨
祷
に
よ
っ
て
其
に
要
求
さ
れ
た
も

フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
遁
貨
構
成
費
動
の
意
義

第
閥
十
二
血
管

七
四

第
四
披

九



ア
ラ

y
ス
に
於
げ
る
遁
貨
構
成
埼
動
の
音
義

第
四
十
二
巻

第
四
時
踊

七
四
四

九

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
英
米
を
襲
っ
た
恐
慌
に
よ
っ
て
此
等
資
金
の
所
在
地
を
追
は
れ
利
潤
よ
り
も
安
委
、
高
利

よ
り
も
保
護
を
望
ん
で
流
入
せ
る
資
金
で
あ
る
。
か
く
で
フ
ラ
ン
ス
銀
行
は
一
九
二
九
|
一
九
三
一
年
間
に
、
金

及
び
金
峰
崎
替
の
買
入
を
通
じ
二
六

O
億
フ
ラ
ン
に
達
す
る
資
金
を
増
加
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ぞ
は

E

こ
ま
で
も
ア
ラ
ン
ス
閣
内
市
場
が
之
を
必
要

E
せ
る
も
の
で
な
く
、
英
米
よ
り
の
逃
避
資
本
が
そ
の
安
住
地
を
求

め
て
フ
一
フ

ν
ス
に
流
λ
せ
る
ら
の
L
し見
7
0
ぺ
担

J

ドマ
J

の
4
0
0

raid

、ノ

G'尚三、
E

陸、、、
E

、
.
.
.
 
、J
-
f内
，

l

i

-

4

叩

w

t
o
d厄
財

i
引
が
し
寸
引
一
一
二
仁
旧
民
?
ラ
ン
ド
悲
し

二
六
む
億
ア
・
フ
ン

eg
疏

λ
資
金
'
と
者
航
す
も
の
で
あ
る

が
、
更
に
此
の
う
ち
少
く
も
一
九

O
億
ヌ
ラ
ン
は
銀
行
券
の
殺
行
に
よ
っ
て
固
定
し
て
ゐ
る
も
の
と
看
倣
ぎ
れ
て

ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
新
金
貨
の
鋳
造
向
ほ
行
は
れ
歩
、
地
金
の
引
渡
単
位
債
格
大
で
あ
り
、
し
か
も
取
扱
不
便

な
る
に
艶
し
、
銀
行
券
は
す
べ
て
此
等
の
挟
賄
令
指
ひ
、
金
の
等
債
物
と
も
考
へ
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ
忍
。
こ
の

事
情
が
自
ら
さ
フ
ン
ス
に
大
額
銀
行
島
知
を
増
稜
せ
し
め
た
理
由
で
あ
り
、
銀
行
券
が
金
に
封
し
安
定
し
て
ゐ
名
こ

と
は
、
金
貨
な
き
場
合
の
債
値
貯
臓
上
安
全
且
つ
便
利
な
手
段
土
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
h

る
事
情
の
下

に
、
英
米
の
極
構
恐
慌
は
、
遂
に
こ
の
睡
眠
貯
蓄
を
ぱ
本
来
の
ご
ア
ン
ス
艦
漕
が
必
要
と
す
る
も
の
以
上
に
増
加

さ
せ
た
。
そ
し
て
爾
来
大
額
銀
行
券
は
金
庫
内
又
は
個
人
の
抽
斗
中
に
金
貨
と
同
一
作
用
を
替
ん
だ
。

B 

第
二
期

l
l第
二
期
は
第
一
期
と
そ
の
事
情
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
ま
づ
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
所
有
せ
る
金
及

一
九
ゴ
二
年
末
に
於
い
て
八
九

O
億
フ
ラ
ン
を
示
し
て
ゐ
た
も
の
が
、

ぴ
金
銭
替
を
見
る
と
、

一
九
三
二
年
末
及

ぴ
一
九
三
三
年
末
に
於
い

τ夫
ミ
八
七

O
億
フ
ラ
ン
及
び
七
八

O
億
y
-
フ
ン
に
減
じ
、
更
に
一
九
三
四
年
末
に
は

Strohl， 1'.: op. cit. pp. 422-424・
1928年6月 25 日の新貨幣法に依れば、免換はフヲ yλj~民行本広 l二於いてのみ
符はれ、その金額は2且高50∞フラシでめる。

9) 
10) 



八
三

O
一
億
フ
ラ
ン
と
潤
ミ
増
加
し
た
が
、

一
九
三
五
年
八
月
に
は
再
び
七
三

O
億
フ
ラ
ン
に
誠
少
し
て
ゐ
る
。
こ

れ
第
一
期
に
於
げ
る
金
及
び
金
魚
替
が
逮
捕
順
的
直
線
的
に
念
増
し
て
ゐ
る
も
の
左
正
に
好
調
照
を
な
す
も
の
で
あ

る
。
之
に
卦
し
一
費
抑
債
務
総
額
色
略
ミ
針
照
的
な
増
減
を
辿
り
、
そ
れ
ま
で
約
一

一三一

O
億
フ
ラ
ン
を
示
し
て

ゐ
た
も
の
が
一
九
三
二
年
末
に
は
一

O
七
C
億
フ
ラ
ン
、

一
九
三
四
年
末
に
は
一

O
二
O
億
フ
ラ
ン
を
一
不
し
、
夏

に
一
九
三
五
年
八
月
に
は
九
五

O
億
フ
ラ
ン
に
減
や
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。

併
し
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
か
く
の
ご
と
き
通
貨
量
の
減
少
は
理
性
よ
り
ば
り
し
ろ
戚
情
に
よ
れ
る
も
の
〉
ご
と

く
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
九
三
二
年
以
後
フ
ラ
ン
所
有
者
の
仲
間
意
ゼ
惹
く
に
歪
っ
た
。
換
算
に
於
け
る
赤
字
晴

同同、書暗唱
2
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、J
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2
'
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h
d

ノL
β

目
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f

p

h
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カ
臨
時
用

U一
削
指
定
幸
容
本
月

U
1
1宅
i
港・

1
泥
M
H
主
主

t
定

1
7
0
6
k
こ
O
陀
カ

f
レ

-
d
t

戸

ノ

戸

E

、，

d

ノ
H
I
B
-
-
h
勺
l
h
u
h
j
r

、

の
ご
と
き
心
開
的
影
響
の
重
視
仁
よ
る
大
額
銀
行
歩
と
金
準
備
と
の
照
臆
的
減
少
は
、
第
一
期
の
大
額
銀
行
券
の

増
加
及
び
金
準
備
の
減
少
な
る
事
情
に
比
し
、
草
に
第
二
期
の
特
質
と
意
味
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
現
象

は
要
す
る
に
之
に
よ
っ
て
も
は
や
単
純
に
在
外
資
金
の
本
闘
蹄
還
と
い
ふ
が
ご
と
き
事
情
ぞ
示
す
・
も
の
で
は
な

く
、
政
府
に
劃
す
る
信
認
と
危
倶
左
の
を
面
的
暴
露
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
一
一
二
年
乃
至
一
九
三
五
年
な
る

こ
の
第
二
期
の
大
額
銀
行
券
の
構
成
内
容
麗
動
の
意
味
は
此
黙
に
於
い
て
最
も
示
唆
を
奥
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

か
く
て
此
の
期
間
中
大
積
銀
行
券
の
夜
行
は
、
之
を
大
別
し
て
七
回
の
暴
動
ぞ
示
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し

ま
に
こ
れ
営
通
観
す
る
と
き
は
そ
の
間
常
ぷ
必
や
し
も
一
貫
せ
右
傾
向
を
辿
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

大
別
す
れ

ぱ
七
回
の
盤
動
中
、
三
回
は
増
加
傾
向
を
、
四
回
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
今
之
を
一
括
し
て
表
示
す
る
と

守
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
遁
貨
構
成
溢
動
の
意
義

第
四
十
二
巻

七
四
五

第
凶
務

大企
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強
敵
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八
四
五

月
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万

一
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四
六
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純

増

カ日
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一
、
八
五
一

右
表
に
つ
い
て
大
額
銀
行
券
の
夜
行
に
つ
き
三
回
の
上
昇
と
四
回
の
下
降
と
を
概
観
し
、
し
か
色
こ
の
大
額
銀

行
券
の
後
行
を
こ
れ
と
照
醸
す
べ
き
金
準
備
と
の
閥
係
に
於
い
て
考
察
す
る
と
き
は
、
大
額
銀
行
券
に
つ
き
三
岡

の
上
回
升
傾
向
に
鈎
し
で
は
照
臆
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
与
が
、
四
回
の
下
降
傾
向
に
劃
し
て
は
必
宇
し
も
そ

の
照
臆
闘
係
を
認
め
が
た
く
、
夫
、
、
場
合
に
膳
じ
大
額
銀
行
罪
義
行
の
特
殊
性
を
語
っ
て
ゐ
る
。
か
〉
る
事
情
の

成
立
し
た
理
由
は
何
で
あ
る
か
。
ま
た
そ
の
意
義
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

こ
れ
最
後
に
判
紘
一
か
明
か
に
せ
ん

Strohl， P.: op. cit. p・425



と
す
る
問
題
で
あ
る
。
便
宜
上
之
を
上
昇
傾
向
の
場
合
と
下
降
傾
向
の
場
合
と
に
分
ち
逐
次
説
明
を
試
み
る
で
あ

p
b

初、J

。

同
三
回
の
上
昇
傾
向
の
場
合
|
|
こ
冶
に
三
回
の
上
昇
傾
向
と
い
ふ
の
は
次
の
場
合
で
あ
る
。
帥
ち

第
一
回
は
一
九
三
三
年
九
月
十
六
日

l
一
九
三
三
年
三
月
十
七
日
の
期
間
で
あ
っ
て
、
大
額
銀
行
券
の
増
加
は

四
O
一億九一二

O
O寓
フ
ラ
ン
で
あ
り
、
之
に
封
し
て
金
及
び
金
銭
替
は
二
三
億
五
六

O
O高
フ
ラ
シ
を
減
じ
て
ゐ

る。
第
二
回
は
一
九
三
三
年
十
二
月
二
十
三
日
|
|
一
九
三
四
年
四
月
六
日
の
期
間
で
あ
っ
て
、
大
額
銀
行
券
の
増

ラカH
y は:

でー
あ力4

~ 1孟
U)日J~j]: 

く:J
ぐ〉
1罫
Y 

7 

;~，，/ 

Cち
る
が

し寸
J

ん
じ
劃
し
て
金
及
び
金
魚
替
の
減
少
は
一
一
一
一
億
四
一
ニ

0
0高
ブ

第
三
回
は
一
九
三
四
年
十
月
十
九
日
|
一
九
三
五
年
五
月
三
日
の
期
間
で
あ
り
、
大
額
銀
行
券
の
増
加
は
三

O

億
一

0
0
0寓
フ
ラ
ン
で
め
る
が
、
金
及
び
金
翁
替
の
減
少
は
一
七
億
二
五

O
O寓
ア
ラ
ン
ぞ
示
し
て
ゐ
・
る
。

a

今
此
等
の
三
回
に
一
旦
る
大
額
銀
行
券
の
哨
加
に
針
し
、
金
及
び
金
銭
替
準
備
の
減
少
を
観
察
す
る

t
、
そ
は
第

一
期
に
於
け
る
が
ご
と
き
在
外
資
金
の
引
上
叉
は
流
入
を
理
由
と
し
て
そ
の
耽
旅
行
を
説
明
し
得
な
い
。
此
の
事
情

は
、
こ
の
聞
に
惹
き
起
さ
れ
た
財
政
的
政
治
的
不
安
を
吟
味
す
る
と
き
極
め
て
容
易
に
珂
解
さ
れ
る
。
惟
ふ
に
此

種
現
象
は
貯
蓄
修
正
運
動
と
し
て
考
察
さ
る
べ
き
現
象
で
あ
っ
て
、
之
を
奮
来
の
在
外
資
金
の
引
上
と
は
同
調
し

得
な
い
。
伺
と
な
れ
ば
大
額
銀
行
券
の
増
加
と
金
準
備
の
減
少
と
は
此
の
時
に
於
い
て
ヨ
オ
ロ
ヲ
メ
に
惹
き
起
き

フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
一
通
貨
構
成
費
動
の
意
義

九
五

第
四
十
二
巻

七
四
七

第
四
競

大額銀行券は508億5回o~再フラシか C， 6 何億笠∞高フラシ t二増加せるに濁し
金及び金需替は且72億57∞高ヲラ y から8j.9億 t∞o蔦 7 ラy に減じてゐる。
大類銀行券の増加は5 211億雪国口高ヲラシから548~聖8∞o蔦フヲシに、 また金
及び金需替の減少は778掻87∞高 7 ラシから75om44"0高 7 ランに達してゐる
大類銀行券の増加は5'9信円∞高ヲ号 :，lかい59億 13∞薦フヲ y であ b、金
及ぴ金魚替の減少は83

'
億97∞戯"7;;;;;..-から814億7200蔦アヲンに達してゐる
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フ
ラ

y

ス
に
於
げ
る
通
貨
構
成
務
動
の
意
義

第
四
十
二
巻

七
四
八

第
四
時
制

九
大

れ
た
金
本
位
制
よ
り
の
離
脱
乃
至
は
卒
債
の
切
下
を
原
因
と
し
て
ゐ
る
か
ら
で
め
る
。
唯
こ
の
ニ
つ
の
現
象
の
共

通
輸
を
求
め
る
と
、
そ
は
何
れ
色
フ
ラ
ン
の
不
安
に
基
〈
も
の
で
あ
る
こ
ム
」
に
は
異
存
い
か
な
い
。
尤
色
そ
の
性
質

は
必
や
し
も
同
一
で
は
な
い
。
こ
の
不
安
が
そ
の
原
悶
を
同
じ
く
し
な
が
ら
、
そ
の
性
質
金
異
に
せ
る
こ
と
が
、

こ
h

に
フ
ラ
ン
所
有
者
を
し
て
二
つ
の
輝
験
卸
ち
一
方
に
於
い
て
大
額
銀
行
券
の
所
有
を
希
望
す
る
者
に
劃
し
て

は
そ
の
増
殺
ぞ
生
が
し
め
る
と
共
に
、

他
方
に
於
い
て
外
岡
焔
替
の
買
手
に
ら
ん
と
す
る
者
仁
劃
し
で
は
こ
h

に

y
・y
y
λ

銀
行
の
合
R
M
金
魚
替
減
少
や
」
悲
起
せ
し
め
ぎ
る
を
科
叫
ざ
る
に
至
っ
た
る
の
で
あ
る
。

賓
際
こ
の
二
つ
の
方
面
白
ち
大
額
銀
行
券
の
退
賦
者
と
外
岡
魚
替
の
購
買
者
と
は
こ
〉
に
上
越
せ
る
三
回
の
上

昇
傾
向
の
場
合
を
生
ぜ
し
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
立
ち
入
っ
て
述
べ
る
と
、
犬
額
銀
行
券
の
所
有
者
は
y
ラ

ン
に
封
し
て
品
川
俣
を
有
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
危
慎
は
寅
は
明
確
な
も
の
で
は
な
い
。
退
職
者
の
態
度
亦
防
衛
的
或
は

許
劃
的
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
衝
動
的
で
あ
る
。
従
っ
て
多
く
の
場
合
何
を
危
慎
し
て
ゐ
る
か
に
つ
い
て
は
殆

E

明
磁
に

3
れ
て
ゐ
な
い
。
此
種
退
贈
者
の
危
慢
す
る
も
の
は
、
物
償
、
闘
庫
、
銀
行
、
革
命
、
戦
守
等
の
す
べ
て

に
亘
っ
て
ゐ
る
。
危
供
者
の
信
認
す
る
色
の
は
唯
フ
ラ

v
d

の
み
で
あ
ち
、
依
存
す
る
も
の
は
唯
銀
行
券
の
み
で
あ

る
。
こ
の
不
安
は
、
フ
ラ
ン
の
買
手
が
示
す
不
安
の
ご
と
く
刺
戟
的
で
は
な
い
が
、
併
し
こ
の
退
臓
に
用
び
ら
れ

る
銀
行
券
は
市
場
か
ら
引
上
げ
ら
れ
、
自
己
の
た
め
に
死
賦
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
之
に
劃
し
外
岡
魚
替
購
買
者
の
フ
ラ
ン
に
劃
す
る
危
慢
は
、
そ
の
取
扱
ふ
金
額
が
大
量
的
に
し
て
し
か

-
も
反
覆
的
に
取
扱
は
れ
る
た
め
、

一
般
に
は
金
の
疏
出
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
る
色
の
で
め
る
。
外
岡
霜
替
購
買
者



一
般
的
に
外
園
貨
幣
を
通
じ
て
行
は
れ
る
色
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
そ
の
品
川
慎
は
一
の
思

の
探
用
す
る
手
段
は
、

惑
と
な
り
投
機
と
な
る
。

更
に
フ
ラ
ン
銀
行
金
準
備
の
減
少
に
つ
い
て
考
察
を
加
へ
る
と
、
こ
の
種
の
金
準
備
の
減
少
は
貸
付
の
減
少
従

つ
て
は
遁
貨
量
の
減
少
を
生
ぜ
し
め
る
。
却
ち
日
常
支
排
手
段
た
る
フ
ラ
シ
の
固
定
に
劃
し
、
謂
は
ゆ
る
隈
眠
7

-
7
y
e
r
著
増
せ
し
め
、

か
く
て
プ
ラ
ン
の
引
上
及
び
退
識
の
増
加
に
仲
ふ
信
用
7
-
7
y
'
T
減
少
せ
し
め
る
。
此
等

の
過
程
は
上
越
せ
る
三
回
の
場
舎
を
遁
じ
何
れ
の
場
舎
に
色
繰
り
返
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
闘
係
を
表
示
す
れ
ば
左

の
ご
と
く
で
あ
る
。

鱒
穴
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フ
J

シ
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行
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準
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六

0
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ア

第第第

問問同

右
表
に
就
い
て
説
明
全
加
へ
る
と
、
第
一
回
に
於
い
て
フ
ラ
ン
ス
銀
行
は
金
主
貝
却
し
て
そ
の
二
三
億
フ
ラ
ン

を
減
少
せ
し
め
て
ゐ
る
が
、
更
に
割
引
貸
付
に
よ
っ
て
四
億
フ
ラ
ン
を
増
加
さ
せ
て
ゐ
る
。
之
に
よ
っ
て
通
貨
は

結
局
一
九
億
フ
ラ
ン
を
減
じ
て
ゐ
る
が
、
尚
ほ
此
外
に
大
額
銀
行
家
の
逗
識
は
四
一
億
フ
ラ
ン
を
増
し
て
居
り
、

更
に
又
取
引
上
小
額
通
貨
は
四
億
フ
ラ
ン
を
減
少
し
て
ゐ
る
か
ら
、
結
局
減
少
せ
る
も
の
は
六
四
一
億
フ
ラ
シ
で
あ

フ
ラ
シ
ス
に
於
げ
る
遁
貨
構
成
費
動
の
意
義

第
四
競

:iL 
-b 

第
凶
十
二
審

七
四
九

Strohl， P.: op. cit p・427・15) 



ア
ヲ
シ
ス
に
於
げ
る
.
通
貨
構
成
場
動
の
意
義

第
四
十
二
巻

七
五

O

第
凶
毅

先
入

る。
第
二
回
に
於
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
銀
行
は
金
の
責
却
に
よ
っ
て
そ
の
二
一
二
一
億
フ
ラ
ン
を
蹴
ぜ
し
め
て
ゐ
る
が
、
東

に
信
用
取
引
の
増
加
は
一
四
億
フ
ラ
ン
を
増
加
さ
し
て
ゐ
る
か
ら
、
之
に
よ
っ
て
通
貨
は
九
億
フ
ラ
シ
の
減
少
と

な
っ
て
ゐ
る
o

併
し
大
額
銀
行
券
の
退
離
は
二

O
億
フ
ラ
ン
に
達
し
て
ゐ
る
か
ら
、
結
局
通
貨
の
減
少
は
二
六
億

フ
ラ
ン
と
な
る
。

更
に
第
三
回
に
於
い
て
は
金
流
出
は
、
通
貨
量
に
於
い
て
一
七
億
フ
ラ
ン
堂
、
大
額
銀
行
歩
の
退
臓
に
於
い
て

三
O
億
フ
ラ
ン
を
減
じ
て
ゐ
る
が
、
街
ほ
取
引
上
小
額
通
貨
の
引
上
は
六
億
フ
ラ
シ
に
達
し
て
ゐ
る
か
ら
結
局
に

於
い
て
通
貨
の
減
少
は
五
三
億
フ
ラ
ン
と
な
る
。

要
す
る
に
通
貨
量
と
銀
行
資
金
と
は
此
等
三
回
を
通
じ
て
何
れ
も
次
に
遮
ぺ
る
が
如
き
雨
方
面
の
影
響
営
受

け
、
ぞ
は
ま
た
雨
冷
相
侯
っ
て
そ
の
影
響
を
大
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
即
ち
そ
の
一
つ
は
怨
替
の
買
手
に
よ
る
金
流
出

よ
り
宮
市
る
影
響
で
あ
り
、
今
一
つ
は
銀
行
窓
口
を
通
や
る
銀
行
券
の
引
上
よ
り
来
る
影
響
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の

二
つ
の
影
響
を
比
較
す
る
と
き
は
、
影
響
の
深
刻
性
は
第
一
の
も
の
よ
り
第
二
の
も
の
に
於
い
て
一
一
暦
大
で
め
忍

こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
フ
ラ
ン
ス
の
ご
と
き
闘
に
於
い
て
は
第
二
の
影
響
に
よ
っ
て
素
朴
的
な
貯
蓄

階
粧
の
不
安
を
最
も
深
刻
に
反
映
す
る
か
ら
で
あ
る
。

制
四
回
の
下
降
的
傾
向
の
場
合
t
|
l
三
回
に
亘
る
大
額
銀
行
券
の
増
加
は
、
之
に
劃
臆
す
る
金
の
疏
出
と
共

に
何
れ
も
フ
ラ
ン
に
劃
す
る
不
安
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
に
於
い
て
一
致
し
て
ゐ
る
。
併
し
之
に
劃
し
以
下
連
ぺ



ん
'
と
す
る
四
回
に
亘
る
大
観
銀
行
容
の
減
少
傾
向
は
、
上
述
せ
る
ほ
ど
の
明
瞭
な
意
義
含
有
た
な
い
。
従
っ
て
鍵

動
の
内
容
に
つ
い
て
は
個
別
的
な
考
察
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
大
額
銀
行
券
の
フ
ラ
ン
ス
銀
行
よ
り
の
引
上
が

あ
っ
た
と
は
云
っ
て
も
、
そ
は
必
や
し
も
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
伝
用
回
復
の
表
徴
と
は
な
し
得
な
い
。

ぞ
の
第
一
回
は
一
九
一
一
二
年
十
二
月
二
十
四
日
|
一
九
三
二
年
九
月
十
六
日
間
に
一
旦
り
、
大
額
銀
行
券
の
引
上

は
一
八
億
八

O
O
蔦
ア
ラ
ン
に
蓬
ぃ
、
そ
の
第
二
回
は
一
九
三
三
年
三
月
十
七
日
|
一
九
三
三
年
十
二
月
二
十
三

日
間
に
於
け
る
そ
の
二

O
億
八
九

O
O
高
フ
ラ
ン
の
減
少
で
あ
り
、
更
に
そ
の
第
一
一
一
回
は
一
九
三
四
年
四
月
六
日

ー
一
九
一
一
一
四
年
十
月
十
九
日
間
に
於
け
る
そ
の
一
八
億
八
九

O
O高
ア
ラ
シ
の
減
少
で
あ
り
、
最
後
に
第
四
回
は

一
九
一
一
一
五
年
五
月
一
一
一
日

l
同
年
八
月
九
日
問
に
於
け
る
そ
の
一
四
億
六
二

0
0高
プ
ラ
ン
の
減
少
で
あ
る
。

こ
の
中
大
額
銀
行
券
の
減
少
左
共
に
金
準
備
の
減
少
を
示
せ
る
は
唯
第
三
闘
の
場
合
の
み
に
過
ぎ
な
レ
。
第
四

回
の
場
合
に
至
つ
て
は
一
九
三
五
年
の
フ
ラ
ン
動
揺
に
仲
へ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
尚
ほ
吾
人
の
耳
目
に
新
し
い

と
と
ろ
で
あ
る
。
要
す
る
に
此
等
四
聞
を
通
じ
て
示
さ
れ
た
大
額
銀
行
券
の
減
少
は
必
中
し
も
政
府
信
用
の
回
復

を
語
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
此
等
の
場
合
は
個
別
的
に
之
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
回
に
於
い
て
大
額
銀
行
券
は
一
八
億
八

O
O高
ア
ラ
ン
砂
減
じ
た
の
で
あ
る
が
、
之
に
艶
し
金
準
備
の
蹴

少
は
一
八
億
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
他
の
三
回
の
場
合
に
於
い
て
も
共
通
に
あ
ら
は
れ
た
現
象
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
時
期
に
於
け
る
ア
ラ
ン
ス
銀
行
の
割
引
貸
付
、

小
額
通
貨
、

及
び
政
府
資
金
の
股
態
を
見
る
't
、

最
も
妥
嘗
な
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
却
ち
此
の
時
期
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
貸
付
割
引
は
買
に
一

フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
遁
貨
構
成
愛
動
の
意
義

七
五

第
四
時
踊

九
九

第
四
十
二
巻

大額銀行券は同期間に於いて526f:iまから 508億52∞高フランに減じてゐる。
大額銀行券は同期間に於いて549低45∞高フランから 528億S6∞蔦 7 ランに
減じてゐる。
大額銀行券は同期間に於いて548慮800高フランから529億63'∞高フランに
減じてゐる。
大額銀行券は同期間に於いて559億'/30D高 7 ランから 545億 15∞高フランに

16) 
17) 

18) 

19) 



フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
遁
貨
構
成
麹
動
の
意
義

第
四
十
-
一
巻

一0
0

t 
力:

第
問
就

二
O
億
フ
ラ
ン
よ
り
八

O
億
フ
ラ
ン
へ
の
減
少
イ

金
の
流
出
期
に
於
け
る
特
性
を
頴
著
に
示
し
て
居

あ
っ
て
、

り

こ
の
結
は
従
来
一
般
に
固
定
傾
向
仁
あ
忍

更
に
小
額
通
貨
の
夜
行
も
一
五
億
プ
一
7

y

の
減
少
を
示
し
た
。

と
考
へ
ら
れ
で
ゐ
る
此
種
小
割
通
貨
に
闘
し
て
は
注
目
す
べ
き
減
少
で
あ
る
。

聞
に
於
い
て
一
七
億
フ
ラ
ン
の
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。

然
る
に
第
三
の
政
府
資
金
は
此

此
等
の
現
象
は
躍
に
大
額
銀
行
家
に
於
け
る
一
八
億
プ

ア
ン
の
減
少
が
話
る
特
性
よ
り
も
一
階
よ
く
此
の
期
間
の
特
性
な
語
る
も
の
で
あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

L 可

。
更
に
第
二
回
の
大
額
銀
行
券
の
減
少
は
、
二

O
億
八
九

O
O
寓
フ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
於
い
て
金
準
備

の
減
少
は
買
に
七

O
億
フ
ラ
ン
の

E
額
に
達
し
て
ゐ
る
。
今
こ
の
余
準
備
の
減
少
と
大
額
銀
行
券
の
蹴
少
左
の
闘

係
を
見
る
と
、
正
に
第
一
の
場
合
と
反
卦
に
大
額
銀
行
券
の
減
少
と
金
準
備
の
減
少
と
が
相
伴
っ
て
居
っ
て
、
そ

こ
に
信
認
恐
慌
の
特
佐
川
か
よ
く
現
は
れ
で
ゐ
る
。
尚
文
こ
の
七

O
億
フ
ラ
ン
の
合
準
備
の
減
少
も
、
そ
は
必
や
し

一
九
三
四
年
末
に
至
っ
て
俄
然
強
調
さ
れ
た
-
も
の
で
あ
る

こ
と
は
注
意
し
て
い
い
。
こ
の
事
情
は
第
七
表
に
よ
っ
て
明
瞭
に
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
。

も
全
期
間
に
亘
っ
て
均
等
に
頴
は
れ
た
も
の
で
な
く
、

第
七
蓑

一
丸
三
三
三
四
年
間
金
準
備
及
大
額
銀
行
券
矯
動

(
単
位
宵
高
フ
ラ

y
v

金

丸

費-

替

動

大

額

銀

行

券

鑓

動

及

f事

(
一
九
三
三
年
)
一
月
十
三
日

l
二
月
十
七
日

ーι

減じてゐる。
:Struhl， P.: pp. cit. p. 428 .20) 



二
月
十
七
日

l
コ
一
月
十
七
日

=
一
月
十
七
日

l
四
月
十
四
日

四
月
十
四
日

l
五
月
十
二
日

五
月
十
二
日

l
六
月
十
六
日

六
月
十
六
日
七
月
十
三
日

七
月
十
三
日
九
月
十
五
日

九
月
十
五
日

l
十
月
十
三
日

十
月
十
三
日
i
十
一
月
十
七
日

十
一
月
十
七
日
士
一
月
サ
一
一
.
H

へ
一
九
=
一
四
年
)
十
六
月
サ
五
日

l
二

月

九

日

+ 

五
六
一

一
九

O

二
二
五

問
。
四

四

O
八

六一一一六

二
六

O

四、

O
七
二

二
、
四
四
三

二
、
一
五
四

+ 

+ → 

一
、
一
六
六

一
四
一

一一一一

四
九
六図。

一、

O
八
九

一一一一一

一
一
一
七

一
レ
】

一
二
ニ
八
五

十

向
ほ
大
額
銀
行
券
の
蹴
少
は
此
の
期
間
に
於
け
る
貯
蓄
に
重
要
な
影
響
を
輿
へ
た
こ
と
も
注
意
し
て
い
冶

O

第
三
回
の
場
合
は
第
二
期
に
於
け
る
四
つ
の
下
降
傾
向
の
場
合
の
例
外
を
な
す
・
も
の
で
あ
る
。
そ
は
同
期
間
に

於
い
て
一
八
億
四
五

O
O高
ア
ラ
ン
の
大
額
銀
行
券
を
蹴
少
せ
し
め
た
の
に
劃
し
、
七
五
億
フ
ラ
シ
の
金
及
び
余

翁
替
を
増
加
さ
せ
て
ゐ
る
。

こ
の
こ
と
は
全
〈
一
九
一
一
一
四
年
に
於
け
る

γ
ゥ
メ

Y
グ
内
閣
の
成
立
に
よ
り
金
融
資

本
家
、
闘
民
、
投
機
業
者
、
銀
行
券
所
有
者
の
す
べ
て
を
し
て
政
府
を
信
認
せ
し
め
た
か
ら
で
あ
る
。
之
に
よ
っ
て

貨
幣
市
場
は
一
般
的
に
好
影
響
を
受
け
、
八

O
億
フ
ラ
ン
の
利
盆
を
奉
げ
た
と
謝
は
れ
る
。
政
府
は
珠
算
の
赤
字

に
色
拘
ら
や
、
二
七
億
フ
ラ
ン
の
利
盆
を
奉
げ
、
大
銀
行
の
利
益
も
三
八

O
億
フ
ラ
ン
に
還
し
、
共
他
銀
行
の
利

盆
も
亦
一
七
一
億
フ
ラ

ν
を
下
ら
な
か
っ
た
左
謂
は
れ
て
ゐ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
遁
貨
構
成
績
勤
の
意
義

第
四
十
二
巻

-t 
五ー

第
四
時
事

C 



フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
遜
貨
構
成
獲
動
の
意
義

最
後
に
第
四
回
の
大
額
銀
行
券
の
減
少
は
、
謂
は
り
る
金
プ
ロ
ッ
ク
の
動
指
に
仲
ひ
惹
き
起
3
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
特
性
も
亦
遺
憾
な
く
こ
の
傾
向
を
代
表
し
て
ゐ
る
。
即
ち
此
の
期
間
に
於
け
る
大
額
銀
行
歩
の
減

第
四
十
ニ
巻

七
五
四

第
四
披

O 

少
は
一
四
億
六

0
0
0高
ア
ラ
ン
で
あ
り
、
金
準
備
の
減
少
も
亦
之
と
同
額
で
あ
る
。
そ
の
金
額
の
語
る
と
こ
ろ

ほ
一
見
そ
の
重
要
性
を
割
引
か
し
め
る
が
ご
と
く
で
は
あ
る
が
、

併
し
そ
が
短
期
間
に
行
ば
れ
た
貼
か
ら
月
割
に

於
い
て
之
仔
見
る
こ
k
h
は、

プ

し

惇

-
L
Zリ
る
な
芯
品
処
士
司
区
・
'
恒
づ

2
-
d
l
j
l
:
d
J
A
J
4
1
l
f
J
j
 

4
L
工
一
三
r
「
土
U
4

H
l
J〆

一

一

I
f
J
U
B
ι
w
h
u
v
p

4
1
J
〉
古
町

7

ラ
〆
、

F
k
f
L
H
Eド

一
O
O寓
ア
ラ
ン
、

一
九
三
四
年
に
は
一
六

O
O寓
フ
ラ
ン
で
あ
る
に
卦
し
、

一
九
三
五
年
の
最
初
の
四
ヶ
月
間

の
平
均
は
貫
に
四
一

O
O寓
フ
ラ
ン
を
示
し
て
ゐ
る
。
品
川
換
は
六
周
以
後
僅
少
と
な
り
、
七
月
に
於
い
て
は
一
一
一

0
0寓
フ
ラ
ン
を
示
し
て
ゐ
る
。
尤
色
こ
の
時
期
に
於
い
て
は
政
府
に
よ
り
多
〈
の
針
策
が
貫
施
き
れ
た
で
あ
ら

う
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。

唯
此
の
場
合
に
於
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ

ω期
間
に
於
け
る
大
額
銀
行
券
の
減
少
炉
、
こ
の
恐
慌
に
際

し
て
示
し
た
窓
義
で
あ
る
。
蓋
し
此
の
期
間
に
於
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
貯
蓄
は
二
つ
の
方
面
か
ら
危
倶
を
深
め
に
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
銀
行
券
を
退
減
せ
ん
と
す
る
漠
然
的
盲
目
的
な
不
安
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
金
に
劃
す
る

党
換
を
目
的
と
す
る
危
倶
で
め
る
。

第
一
の
不
安
は
大
額
銀
行
券
の
増
殺
を
生
ぜ
し
め
る
こ
左
第
一
期
に
遮
ぺ

た
る
が
ご
と
〈
で
あ
り
、

第
二
の
危
倶
は
大
額
銀
行
券
を
引
上
げ
ん
と
す
る
傾
向
で
あ
る
。

一
九
三
四
年
前
に

一
不
さ
れ
た
不
安
は
専
ら
第
一
の
不
安
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
ま
で
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
商
業
の
惑
化
、
農
産
物
の
不

出
、
公
債
の
下
落
、

ヨ
オ
ロ
ヅ
バ
平
和
の
危
機
に
基
〈
フ
ラ
ン
ス
園
民
の
不
安
は
、

ご
ブ
ン
の
引
上
を
考
へ
き
せ

此の期間は一腹IY35年8月9日を以って干「切る。日)



審
a
T老
&

J

札

V
A
A念
事
P

J

之
を
ば
銀
行
券
に
よ
っ
て
保
有
せ
ん
と
す
る
こ
左
に
努
力
せ
し
め
七
。
特
に
一
九
三
四
年
末
よ
り
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